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Ⅰ はじめに
山地周辺などに社寺をはじめ多くの信仰施設がみ
られるが，その成立は近世の新田開発や寺社政策に
よる寺町の形成以前にさかのぼるものが多い。西国
三十三観音霊場など，平安末開創とみられる霊場の
札所も，山の中腹や山麓に多くおかれる。それらは
山地周辺というだけでなく，樹木，巨岩，滝などの
傍らに位置することも多い。またそれらの神社ある
いは寺院は，それのみでなく，境内社や小祠その他
多くの施設の複合として存在するものが多い。
全国では，集落との比高200m以上ある社寺は
700あるという。関東，近畿，中国，四国などの平
地の周辺に多い。深山や僻遠の山では少ない。社寺
は信仰そのものの表現でなく，それにともなう施設
で，人口の多い地区に近接することが有利となる。
東日本は神社化，西日本では寺院化したものが多い
（千葉徳爾，1985）。
先に北陸における風宮と樹木，岩石，山岳の社祠
との分布からそれらのかかわりが検討された。風宮
がある所は，山麓にせよ谷中にせよ，山に接してい
る。そのため風神と山神とは近接して祀られる場合
も生ずる。山体そのものが信仰の対象とされ，社殿
をもたない神社のあることも，風の神と山の神の類
似する点の一つである。富山をはじめ北陸では，局
地的に信仰される山岳の神から，広域にわたって多
数の神社に祀られる山岳の神まで，さまざまな神が
重層している（田上善夫，2002）。
これらの社祠は，いずれにせよその土地と深く結
びついている。その中にはとくに固有の山岳と結び
つく神社がみられる。たとえば中央日本の中部山地
および周辺地域などにみられる各社である。それら
はかつて，神社と寺院が併設されていた場合が多く
を占める。
さらにこうした各社には，その影響範囲が山岳と
その周辺地域のみでなく全国的に広がり，また地域
にはそれらの影響範囲が重畳することがある。たと
えば白山神社などは，全国で2,260社を数え，本山
を遥拝する地域はもちろん，遠隔の地にも多数が分
布する。また同じ地域に異なる山岳の神社も多い。
こうした山岳に関する神社また寺院などについて，
中部日本を中心に，現在の実態について紹介する。
その寺社が人里離れた山中にある場合をはじめ，山
麓などにあって山岳と深いかかわりが認められる事
例を選び，その特色を北陸，関東，東海を中心に記
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Abstract
Toclarifytherelationbetweenmountainandpeople,thefacilitiesofmountainworshipwereinvestigated.
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す（図1）。
同時に境内社なども入れると12万におよぶ神社
より，山岳に関連する神社の全国分布について明ら
かにする。さらにこれらにもとづき，多数の信仰施
設の個々における関係，およびそれらの相互間での
関係，さらに時代における変容などについて，広域
からの検討を試みる。すなわち山岳聖地の性質，修
行者による開創，庶民による霊山の巡礼，霊山の寺
社組織，信仰儀礼，信仰集落，登拝講などである。
Ⅱ 各地の山岳と社寺
1.北陸の山地
芦峅寺立山
芦峅寺は常願寺川の上流，立山（雄山，3003m）
山麓の標高420mほどにある。芦峅寺付近では，常
願寺川の河床の幅が数百mに広がり，比高80mほど
の河岸段丘上に，立山中宮寺，立山大権現雄山神社
が鎮座する。その大宮には伊邪那岐神，立山権現雄
山神，大岩上の若宮には天手力尾神，刀尾天神剣岳
神，境内の治国社には新川姫命というように，立山，
剣岳，常願寺川を祀る。裏手の美山に横穴古墳があ
り，また大宝元（701）年に立山を開山した慈興上
人佐伯有頼の入定地と伝わる。延宝（1673-81年）
のころに7坊13社人，享和元（1801）年には33坊5
社人があった。現在の雄山神社から上手の閻魔堂は，
文正元（1466）年の造営の記録があり，長さ30mほ
どの朱に塗られた布橋の上流側には姥堂があった。
廃仏毀釈で破壊される以前に，閻魔堂・布橋・姥堂
で灌頂会が，彼岸中日に行われた。立山講では，
姥谷
だん
川にかかる天の浮橋（布橋）を渡り，男性は立
山へ，女性は立山が女人禁制のため姥堂に向かう。
これは地界で閻魔の裁きを受けて三途の川を渡り天
界に向かうこと，または川向こうに居る姥の真っ暗
な母胎内に帰り光の世界に生まれ変わること，すな
わち擬死再生の儀礼ととらえられている。
布橋灌頂会は，1996，2005年に続き，2006年
9月17日に行なわれた。阿闍梨，立山の別当が導師
として儀礼を司り，山伏の法螺貝の音で女人衆は閻
魔堂を出て，僧の声明や銅鑼，山伏の法螺貝，また
笙，篳篥や横笛の音の中，布橋に進み行渡りする
（図2）。女人衆は引導衆から来迎衆に引き継がれ，
姥堂基壇を前にした現在の遥望館に入り，そこで別
山の硯ヶ池の水が灌頂されるという。帰りは行きの
反対の順で，目隠しを取り閻魔堂に戻る。布橋の行
渡りは，鮮やかな色彩と雅な楽の音の中で進められ，
彼岸に至り此岸に戻るが，姥堂で目隠しをとる際に
は，立山を望むことになる。芦峅寺は立山（雄山）
から20kmほどあるが，ここから先では立山は前山
の陰に隠れるため，立山を最も間近に遥拝できる地
である。灌頂は密教の儀式であるが，山岳と深く結
びついている。
また閻魔堂の脇には，赤い前掛けをつけた多数の
観音や地蔵が並び，三十三番が記されるものもある。
布橋へ下る明念坂の両側にも，石仏群や六地蔵が並
ぶ。霊場巡拝供養塔の碑面には，寺田村の重兵エの，
西国・当国・四国・秩父・坂東の巡礼が記される。
地方霊場である当国霊場が西国霊場などとともに併
記されるが，さらにここは岩峅寺から立山に続く立
山三十三観音の地であり，布橋のたもとには第九番
観音が安置されている。姥堂には廃仏毀釈以前，六
十六国にちなむ六十六体の姥尊像が安置されていた
というが，立山のみの登拝でなく，霊場の中にとら
えられていたとみられる。
井波八乙女山
砺波平野からは南方に八乙女山（756m）が望ま
れる。杉谷に道が続き，永和末（1378）年に本願寺
五世綽如上人が杉谷に草庵を設けたときにも，人々
が通ったという。道に沿って三十三観音が安置され
ている（図3）。八乙女山の直下の標高130mほどに
ある瑞泉寺は，真宗大谷派の寺院であるが，明徳元
（1390）年に創設された地は井波城址であった。井
波城の鬼門に永禄二（1559）年に諏訪明神が招聘さ
れ，後に井波八幡宮に合祀される。八乙女山にはか
つて修験の信仰集団があり，また山麓には多くの不
吹堂が分布するなど，多様な相をみせている。北西
2.5kmほどに鎮座する高瀬神社は，鎌倉時代に越中
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図１ インデックスマップ
一宮と記される。立山や白山と同様に，大己貴命を
祀る。相殿の風宮に祀られる級長戸辺命は，八乙女
山頂，山麓に祀られる風の神と結びついている。
氷見朝日山
氷見は，東は海に向かうが，南は二上山に，西と
北は宝達丘陵に囲まれ， 10km北には石動山
（564m）がそびえる。中央部の十二町潟の北に，高
度100mほどの丘陵が海に向かって伸び，その先端
部の朝日山に寺社が集まる。
朝日山の標高30mほどのところに，千手寺が位
置する。「白鳳元」（673）年に新羅僧智鳳が開き，
大同三（808）年に弘法大師が巡錫し，桃山時代に
高岡の渋谷（雨晴）から移転したといわれる。高野
山真言宗で，境内には酒飲地蔵，閻魔堂，本堂，観
音堂が並び，越中観音霊場や氷見観音霊場の札所で
もある。
護摩木に心願成就，学業成就，入試合格，良縁成
就，発育健康などの願文が記され，毎月1日に護
摩修法される。6月には本堂で朝，住職が鐘を鳴ら
し，参列者は手に香を塗り，般若心経などを誦し，
護摩木が重ねられ，油を注ぎ，焚き上げられる。結
界に登壇し，炎が燃えさかる中で祈願し，炎と煙を
受ける。さらに不動真言と大師宝号を唱える。住職
の説話によれば，護摩祈祷会で一月の健康を祈願す
るが，6月の正お祓いの月には半年の健康を祈願す
る。神仏の加護により無事に過ごせた半年間から，
これからも仏にすがり委ねる。また自力でも開き，
身も心も清めてすがすがしい気持ちで半年を乗り切
るよう，護摩祈祷で仏に届ける。
千手寺は高野山につながる。山麓にある上日寺は，
「白鳳十」（681）年に千手観音を安置したといわれ，
大きな観音堂がある（図4）。上日寺も千手寺同様
に高野山真言宗である。諸霊場の札所とされており，
霊場に深いかかわりがある。またこの上日寺は，現
在は寺院であるが，氷見地方の総鎮守とされている。
氷見市の周縁部では，谷や山腹の緩斜面に多くの
集落が分布する。石動山に近い一方で，真宗大谷派
寺院が多い地域である。最も奥まった地域でも，一
刎の浄念寺では蓮如みちとして5月末に蓮如上人
御忌
ぎょき
法要が催され，味川の了瑞寺での蓮如上人五百
回御遠忌法要などには，吉懸や懸札などの集落から
送迎バスが出される。
敦賀天筒山
北は敦賀湾，南は野坂山地の間で，敦賀は東西も
山地に囲まれる。市街の中央に気比神宮が鎮座する。
大宝二（702）年建立の北陸道総鎮守で，越前一宮
とされる。7月22日の総参祭では，気比神宮の仲哀
天皇の御神体が，6km北西にある常宮
じょうぐう
神社の神功
皇后のもとへと船で渡御する。
気比神宮の間近にそびえるのは，天筒山
てづつやま
（171m）
である。中腹の90mほどのところに，天筒山山之
神神社が鎮座する。境内に大権現の石碑があり，天
筒山霊場と書かれ，またお稲荷さんの祠がある。尾
根上の一帯に城の遺構が広がるが，北西部の金ヶ崎
城（図5）は，気比大宮司氏治の居城であった。
金崎山の麓にある誓法山金前寺
こんぜんじ
は，天平八（736）
年に泰澄大師の開創，弘仁二（811）年に弘法大師
の留錫と伝わる。気比神宮の奥の院とされている。
気比神宮の位置も，かつては陸側の町外れであった
が，さらに山側に故地も考えられる。十一面観音を
祀り，若狭三十三観音霊場の札所でもある。
若狭多田ヶ岳
小浜港から数km内陸に多田ヶ岳（712m）がそび
え，寺社は海岸付近と並んで，その麓に多数分布す
る。北西麓の岩谷山妙楽寺は，養老三（719）年に
岩屋に行基が開創し，延暦十六（797）年に弘法大
師が中興と伝わる（図6）。本堂内陣には，平安中
期の二十四面千手観音，平安後期の聖観音，平安時
代の不動が祀られ，手前の堂には平安後期の地蔵が
祀られる。多田ヶ岳と結びつきが深く，高野山真言
宗寺院である。
妙楽寺は，北陸霊場や若狭霊場の札所である。若
狭地西国は15世紀中ごろ原型ができたといわれ，
元禄六（1693）年成立の若狭郡県志に若狭三郡の三
十三ヵ所の巡礼地が記されている。若狭では古くか
ら妙楽寺観音に参詣する人が多かったという（宇佐
美雅樹，1994）。また多田ヶ岳北麓の多田寺も北陸
霊場札所であるが，若狭修験道根本道場であったと
いわれる。
多田ヶ岳北東麓には若狭一宮が鎮座し，若狭三郡
の中心であった。遠敷
おにゅう
川の下流側に，下宮二宮の若
狭姫神社があり，姫神社は山門をそなえ，また本殿
左手の境内に大山咋神の末社がある。1.5km上流に
上宮一宮の若狭彦神社がある。
若狭彦神社から1km上流側の若狭神宮寺は，霊
応山と号する天台宗寺院である。鎌倉初めに若狭彦
神社の別当となり，神宮寺と改称した。和銅七
（714）年に，泰澄の弟子，滑元（祝部和朝臣赤麿）の
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開創と伝わる。山上には先住のナガ族の王，長尾明
神が祀られ，その神願寺であった。さらに1.5km上
流の根
ね
来
ごり
白石に祀られていた，白馬に乗り唐服で
影向
ようごう
した遠敷明神，若狭彦命を迎えたという。境内
には護摩壇が組まれ，また閼伽井戸がある。ここか
ら，東大寺二月堂へお水送りされるが，東大寺開山
の良弁僧正は，若狭井水源の鵜之瀬のある，白石の
出である。神宮寺は山上に祀られる明神の山麓に位
置して山と深く結びつくとともに，お水送りにより
水にもまた深く結びついている。また若狭霊場の第
十六番札所でもある。
若丹青葉山
福井県と京都府境にそびえる青葉山（699m）は，
火山性の山体である。大飯から高浜に続く浜からは，
円錐形にそそり立つ山容が望め，若狭富士とよばれ
る（図7）。
青葉山の南西の高度240mほどのところに，青
あお
葉
ば
山松尾寺
さんまつのおでら
がある。仁王門，石段，本堂があり，さら
に青葉山への登山道が続く。和銅元（708）年に唐
僧の威光上人の開創といわれ，馬頭観音を祀り，西
国霊場第二十九番札所とされている。
一方，青葉山から南東に伸びる尾根の，高度100
mほどのところに，青葉山中山
なかやま
寺
じ
が位置する。東方
に高浜，和田海岸を見下ろす。天平八（736）年に
泰澄大師が創建し，桧皮葺の本堂に祀られる馬頭観
音は，松尾寺，また10km東にある馬
ま
居
ご
寺
じ
のものと
三体一木と伝わる。北陸霊場では発願
ほつがん
の，また若狭
霊場では結願
けちがん
の札所とされている。
2.関東信州の山地
信越戸隠山
信濃川と姫川の間，信濃水内
みのち
に戸隠山（1904m），
越後頚城
くびき
に妙高山（2446m）がそびえる。戸隠山中
腹（1350m）に戸隠神社の奥社と九頭竜社，高原の
縁辺（1220m）に中社，火之御子社，斜面下（1100
m）に宝光社があり，飯綱山麓を経た先に長野善光
寺（400m）がある。
9世紀中ごろに学問という行者が，9つの頭と龍
の尾をもつ鬼を岩戸に閉じ込めたとされる。嘉祥二
（849）年頃に奥院，康平元（1058）年に宝光院，寛
治元（1087）年に中院，承徳二（1098）年に火之御
子社の順に開かれる。戸隠山顕光寺は，戸隠十三谷
三千坊といわれた。室町時代に天の岩戸と結びつけ
られ，戸隠神社の祭神は，奥社は戸隠明神・天手力
あめのたぢ
雄命
おのみこと
，九頭竜社は九頭竜権現・岩戸守大神とされる。
江戸時代に杉並木が整備され，山伏を切り離して
坊号を院号とし，天台宗の戸隠山顕光寺となる。安
永九（1779）年には，奥院・中院・宝光院に各12の
36院に減り，さらに明治には奥院より中院に9，宝
光院に3が移動した。昭和39年には中社159戸中，
79戸が竹細工業を主とした。社中は新年に神札，
おみくじ，はんじを講などに送り，春秋には麻，杓
子，箸，薬などを持って講社をまわり，御初穂とし
て金子や米を受け取った（大西正美，1972）。
戸隠は近年では夏の避暑地，登山キャンプ拠点，
スキー場にかわる。中社では，神職（社中）が宿坊
から旅館，飲食店，土産物屋になり，在家は農業，
竹細工業，民宿になった。中社の門前に近世からの
社中，周辺に奥社からの社中，さらに東部・西部・
南部には在家が位置する（岩鼻通明，1993）。さら
に宿泊施設は多様化して，大規模化・高級化し，民
宿からロッジ，旅館になった。竹細工業も高齢化に
ともない，減少傾向という（岩鼻通明，1999）。
戸隠山と飯綱山の間は，ウラジロモミ，イチイ，
またブナ，ミズナラ，ハルニレの混交林の高原であ
る。戸隠山奥社に上る参道には，慶長ころに植樹さ
れた杉並木となり，脇を奥社からの渓流が流れる。
旧仁王門の随神門から奥社にかけて坊がならび，法
燈国師母の観音堂や幅13間の大講堂屋敷があった。
奥社の故地とされる飯綱大権現の祠，九頭竜社の上
に，脇を石垣で固められ，後ろは岩窟の奥社がある。
付近は水が豊富で，少し下に滝に注連縄が張られる。
九頭竜権現の水は，戸隠の山奥の種池で戴き，戸隠
神社に供え，郷里に運んで田に注ぐという。
中社は女人堂より下に位置する（図8）。鳥居脇
にある室町期の法華堂は，五斎神社として土地の氏
神が祀られる。その下方には多くの宿坊があり，土
産物屋には竹細工が並ぶ。親鸞聖人も百日参籠した。
宿坊では朝には，神式のお勤めがなされる。
神道が続き，下には火之御子社，さらに宝光社が
ある。宝光社の祭神が飛来し，奥社は女人禁制の地
ゆえにこの地に祀るようとの神託で，宝光社が建立
されたという。
戸隠神社の社紋は，鎌卍といわれるが，鎌は風神
と深いかかわりがある。善光寺と公園をはさんで隣
接する健御名方富命彦神別神社は，水内大社とよば
れるが，戸隠の南方の信州新町の健御名方富命彦神
別神社も水内大社とよばれ，後者で9月1日に風
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神祭が行われる。その祭神は彦神別命，健御名方命，
八坂戸賣命，神八井耳命である。
上信浅間山
浅間山（2568m）から西に続く尾根に，湯ノ丸山
（2101m）がそびえる。その下の地蔵峠（1732m）
を越えて，高度600mほどの長野県東部町から，高
度1530mほどの鹿沢温泉までの10kmあまりの道に，
観音像が安置される。百番道しるべ観音，あるいは
地蔵峠道しるべ観音とよばれ，町石ともよばれる。
こうした百観音は，西国・板東・秩父をあわせた霊
場ともみられる。
浅間山の六里ヶ原にも道しるべ観音があり，文化
五年（1808）に中心の観音から，南麓の沓掛，北東
麓の狩宿，北西麓の大笹に向かって，各33体が一
丁（110m）ごとに並べられたという。
道程を示す石仏などは，霊山の登拝路にしばしば
みられるが，地蔵峠では温泉に至り，浅間は天明噴
火後の復旧過程に安置され，山岳信仰の要素は薄い
とみられる。
秩父三峰山
秩父山地の主稜から北に伸びる尾根に三峰山があ
り，その北端付近（1080m）に三峰神社，三峰大明
神が鎮座する。その東麓は360mほどで，比高で
700mほど上にそびえている。三峰の名は，雲取，
白岩，妙法を眺望することによっており，南東
2kmの妙法ヶ岳（1329m）には奥宮がある。
平安には東国の修験は，役小角の跡を訪ねて雲取
にて柴燈護摩修法をしたという。三峰山は天文二
（1533）年に聖護院より大権現の号を受けた（横山
晴夫，1999）。
修験の当山派は明神・阿弥陀と，本山派は権現・
観音とのかかわりが深いといわれ（石原周次，2000），
三峰山の観音院高雲寺は天台修験の関東総本山とな
る。後には寺門天台，修験，真言の三宗を兼行する。
三峰は，男体山南方の日光古峰，静岡の秋葉となら
ぶ三大火伏という。1月14・15日に御筒粥神事，4
月8日には山入りし，八十八夜と二百十日に嵐除
祭がされる。また狼あるいは犬が眷属とされる。
講の代参などの参詣では，朝開け放された本殿で
の祈願が，宮司はじめ5人の神職で斎行される（図
9）。祓，祝詞，講の顕彰が行われるが，太鼓の連
打や祓詞も僧職の読誦
どくじゅ
の所作に似る。さらに宮司の
祝詞の後に，順次玉串が奉奠される。講から太々神
楽が奉納され，笙，篳篥，太鼓，拍子木，謡いと巫
女の神楽舞がされる。宮司の説話の後に太鼓が打た
れて終わる。
三峰社境内には，多数の講の石碑が建てられてい
る。講の代参は多額の志納をともない，帰ってお札
を分ける。頭屋は一年神主といわれ，誰もが神職を
つとめた。また講では代参のほか郵送される御眷属
を祭り，御祈祷神璽，火伏之神璽，盗賊除神璽の御
札が配布される。
武蔵御岳山
多摩川は扇頂の青梅から10kmほど上流では，河
床は高度220mほどになり，その渓谷の南に御岳山
（929m）がそびえる。南北に続く稜線は，820m付
近の下戸
さげど
と，860m付近の南方
みなみかた
で小平坦地となり，
山頂の御嶽神社に参道が続く。
崇神天皇七年創建，延喜式に大麻止乃豆乃天神社
おおまとのつのあまつかみのやしろ
と記され，櫛眞智命
くしまちのみこと
，大己貴命，少彦名命などを祀
る。永正八（1511）年の，丹塗り流造りの旧本殿が
残る。御嶽権現とよばれ，極彩色漆塗りの権現造り
であり，拝殿と神殿の間に低い間がつくられる。都
心や東京湾まで望めるが，江戸の真西にあって，本
殿は江戸城を守るように東を向いている。明治の本
殿は白木の神明造りで，切妻の左右対称であり，前
面にやや流れが入る。昭和27年以降は，武蔵御嶽
神社とよばれる。
山上では3ヶ所に山の神が祀られる。また石祠に
眷属の狼（山犬）が祀られ，食物が供えられる。邪
気・火難・盗難を除けるとされる。山上に祀られる
社殿は，一般に山頂のやや下に鎮座するが，御嶽神
社は山頂にあり，奥ノ院（1077m）の遥拝所の意味
かもしれないという（図10）。南西1kmほどにそび
える奥ノ院では，山頂広場に高さ1mほどの石祠が
あり，山頂直下にある男
お
具
ぐ
那
な
社は，日本武尊を祀る。
山頂から下方に綾広の滝や（図11），七代の滝があ
り，行場となる。
ここの土を田畑にまくと虫害を防ぐとの信仰があ
る。1月3日の太占祭
ふとまにさい
は，牡鹿の肩骨を灼き占う神
事という。6月初旬と9月初旬に峰中修行がある。
6月18日と9月18日に，神楽と雅楽が奉納される。
本殿では毎朝，日供祭
にっくさい
が斎行される。御岳山には全
部で26軒あり，そのうち御師の24軒が交替で神前
に奉仕するという。宮司は別格となる。
神楽殿の地下から拝殿に続く。祭神と両脇に眷属
の狼が祀られる。大きな太鼓が打たれ，本殿右の御
祓殿また四方を修祓し，海のものや山のものが御儀
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供され，玉串が奉奠される。
山上にはわずかに畑もあるが，御嶽は門前の集落
である。稜線部にもかかわらず，岩盤の上に水脈が
あり，9ヶ所ほどの井戸があった。神社への参拝客
は多く，川井玉堂の働きかけで，昭和16（1941）年
に綾広の瀧の上流から1km余り導水管を通し，翌
年に各戸に給水された。その後も水神が祀られ，2
ヶ所に井戸がのこる。現在も宿坊が25軒，店が10
軒ほどある。御師宅には幕末期のものも残る（図12）。
この山上にも御岳分校があったが，今は朝7時半
にケーブルで降り，バス，電車を乗り継ぎ，二俣尾
の小学校や石神前の高校などに通うという。
御嶽神社参道石段の脇に奉納の石柱には，徳丸講，
平成九年五月吉日，講元や世話人の名が記される。
随身門の上下に，講の石碑が多数建つ。それらの多
くは新しく，黒御影石に刻まれた跡に白く塗られる。
講は東京，埼玉など関東が多い。講は自治会とは別
組織であるが，町会役員になってから来る人もいる
という。下赤塚御嶽講は結構百年が記念されたが，
元禄の頃から幕末にかけて盛んであった。明治に御
師は禁止された。平成に講の石碑が急増したが，バ
ブル景気と今しておかないとの気持ちからではない
かという。川越の小仙波では，文政ころより講があっ
たが，戦後まもなく大山講が解散，平成6年に榛
名講が解散し，御嶽講だけ残る。御師が毎年12月
に来講し，幣束，紙垂，御札を配り，祠に祝詞をあげ
る。講では毎年代参し，10年に一度太々講という。
御岳山の南方20km，多摩川支流の淺川の高度
180mほどのところから，高尾山（599m）がそびえ
る。山頂に薬王院がある。天平年間（729-748）に
行基の開基，永和年間（1375-1378）に醍醐寺によ
り中興とされ，明治14（1881）年に智積院末となる
（乾 賢太郎，2004）。本尊の薬師如来とともに飯綱
権現を祀るが，飯綱権現は不動明王の化身，また狐
に乗った烏天狗ともいわれる。富士浅間神社が勧請
され，後には高尾山から小仏峠を経て，富士登拝が
された。また八十八ヶ所が安置され，琵琶滝コース，
蛇滝コースと，2日にわたって巡るという。八十八
ヶ所は，青梅市の日の出山から続く，愛宕山の即清
寺山内にもある。
相模大山
相模の多くは相模川の流域であるが，相模平野か
ら北西に，大山（1252m）が望まれる。大山から東
流する中津川が平野部に出た位置の，愛川の八菅山
はすげさん
（160m）には，スダジイの森の中，八菅神社が鎮座
する。大宝三（703）年に役小角が開いたといわれ，
平安末から鎌倉の経塚跡が残り，八菅山七社権現と
して国常
くにとこ
立尊
たちのみこと
などを祀る。境内では火渡護摩供養火
生三昧の修法がされ，護摩堂もある。
江戸時代には，八菅山でも大峰・葛城，出羽三山，
英彦山と同様に，入峰修行が行われていた。大山へ
の東丹沢は胎蔵界，表尾根から蛭ヶ岳の丹沢主脈は
金剛界と考えられたという（城川隆生，2005）。八
菅山は聖護院の直末であったが，他には富士村山坊
中，三峯山別当，真壁郡連上院があった（横山晴夫，
1999）。
中津川同様，大山から流れる小鮎川には，白山
（283m）がある。中腹130m付近にある飯上山長谷
ちょうこく
寺
じ
は，飯山観音といわれ，坂東霊場第六番である。
神亀二（725）年に行基が観音をみて開き，大同二
（807）年に弘法大師が密宗道場としたといわれ，高
野山真言宗である。三角形の屋根の観音堂が建ち，
周囲には，坂東三十三観音が2～3mおきに並ぶ。
元旦に初護摩祈祷，11月3日に柴燈護摩供がある。
隣接して熊野神社があり，奥の山上に白山神社と経
塚がのこる。池の白竜は飯山観音の化身で，旱魃の
ときに水を求めて舞うと，雷鳴とともに雨が降ると
いう。
大山の東方に，日向川の谷が入る。標高150mほ
どの谷から70mほど上った山の中腹に，日向薬師
がある。霊亀二（716）年に行基が開いた霊山寺の
宝城坊にあたり，高野山真言宗の日向山霊山寺であ
る。4月15日の大祭で護摩が焚かれる。ここは日向
修験，薬師修験の地で，文明十八（1486）年には聖
護院准后道興が逗留した。
上流側に尾根に道が続き，標高300mほどの河床
から70mほど上に，浄発願寺奥の院がある。慶長
十三（1608）年に尾張の弾誓上人が開山した，天台
宗弾誓派本山であるが，昭和13（1938）年の山津波
で壊滅後，1km下に移転している。日向川から上
に，本堂の跡があり（図13），また神明，八幡，春
日，熊野，住吉の五社権現が祀られていた。
大山は雨降山
あめふりやま
といわれ，山頂からは縄文土器を含
む祭祀遺物が発掘されている。天平勝宝四（752）
年に良弁が開いたといわれ，山頂の本社は延喜式内
である。石尊大権現，雨降山大山寺，明治以降は阿
夫利神社とよばれ，本社に大山祇神，前社に
高  神
たかおがみのかみ
，奥社に大 雷 神
おおいかずちのかみ
を祀る。関東総鎮護と
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され，また大山修験があった。
大山から南東の伊勢原に向けて，大山川が数km
の渓谷をつくる。中腹700mほどにある下社は，本
堂の不動堂であった（図14）。七月二十七日から八
月十七日まで山開きされ，元禄のころより日本橋お
花講が，山頂本社への登拝門の鍵を保管した。1月
7日に作物の豊凶を占う筒粥祭がある。
下方の540mにある大山不動寺は，真言宗大覚寺
派で，関東不動霊場と関東八十八ヶ所霊場の札所で
ある。さらに前不動明王をまつる宝珠山来迎院が続
く。高度400mから下には土産物や豆腐料理の店が
続き，300mから下の坂道にも宿坊が続く。その中
にも八意思兼神社，茶湯寺
ちゃとうでら
，また戸隠大明神や魚藍
観音の祠堂がある。付近の斜面には，鹿の食害を防
ぐ金属柵が張られる。
不動堂の少し下に別当八大坊が並んでいたが，家
康により清僧と認められず下山させられた者は，御
師の中核となった（田中宣一，1996）。宿坊が400
年前から始まり，50軒くらいあった。皆御師で，
先導師というようになったが，神主の資格を持つ。
交替で，客があるときなど，神社を手伝う。寺の僧
侶は3人ほどで，行事では他から手伝いにくる。
集落には諏訪社があり，30戸ほどが氏子となって，
祭りがある。
練馬にある大山講では，40人ほどで来て，山に
登って参り，宿坊で豆腐料理を食べて帰るという。
大山はかつて武蔵御嶽山と交流があり，沢井に豆腐
料理の勉強に行ったという。また富士山の木花咲耶
媛が，大山の大山祇神の姫神のため，両方参ること
がいわれ，山岳登拝での縁が深い。
3.東海周辺の山地
甲斐身延山
甲府盆地からの富士川と，南アルプスからの早川
の合流するあたりに，身延山（1153m）がそびえる。
付近は標高200mほどで，久遠寺は山腹の370mほ
どの地にある（図15）。本堂西方数百mの渓流脇に
は，十間四方の御草庵跡の故地がある。
身延山の山頂は広く，奥の院の思親閣がある。北
には遠く早川を眺め，南西7kmには七面天女，七
面大明神が祀られる七面山（1982m）を望む。同山
は裏鬼門にあって身延山・法華経を守護し，龍神と
もいう。奥の院と久遠寺間の急坂には，50の丁石
が置かれ，途中に大光坊，三光堂，丈六堂などがあ
る。
仏殿では，朝5時半から朝勤，正午から昼勤，3
時から夕勤がされ，夜にも学生が内輪太鼓を敲いて
坂道をまわる。朝勤では，神式の儀礼に似て大きな
太鼓が打たれ，僧侶や修行僧50人ほどが，合掌し
た手をまわすように拝礼し，太鼓が打ち鳴らされる
中，読経の声が響く。10人ほどの参詣者が若い修
行僧の呼びかけで焼香し，散華を受ける。その後，
隣の祖師堂に移り読経，焼香の後，法話がされる。
遠江秋葉山
天竜川の谷の15kmほど上流方，気田川との合流
部に秋葉山（885m）がそびえる。山頂には秋葉神
社が鎮座する。境内には，祓戸社，内宮社，天神社，
水神社，山姥社，小国社，風神社，白山社，山神社
などが祀られる。行基の開創といわれ，秋葉大権現
であった。廃仏毀釈後に，愛宕神社の祭神，迦具土
神を祭神として復興した。三峰，古峯と同じく，火
防の神である。
秋葉山頂から南の標高700mほどに，秋葉寺があ
る（図16）。秋葉大権現は，近世には白山系修験の
36坊が輪番で勤めたが，袋井にある曹洞宗寺院可
睡斎の支配となる。廃仏毀釈では本尊聖観音と三尺
坊大権現は可睡斎に移る。明治13年に寺院として
復興し，真言宗となった。
祀られる三尺坊は烏天狗といわれ，羽をつけ，鼻
は高くなく，嘴をもつ。京の火事の時に，嵯峨野奥
の愛宕山から飛んで消したという。12月15・16日
の火祭では，護摩でたこを飛ばし，奪い合う。法螺
貝や太鼓があり，昔は行者もいたが，今は他からも
応援に来るという。可睡斎，また油山寺に烏天狗が
いた。
秋葉神社が勧請した迦具土神は，火を使う鍛冶屋
などの神でもある。秋葉寺の三尺坊は烏天狗であり，
廃仏毀釈後より両者は社寺としてのみならず，性格
にも相異を生じている。
遠州三山
秋葉山から20km余り南，袋井の丘陵が広がり，
磐田原に続く。油山寺，可睡斉，法多山は，遠州三
山といわれる。数kmの範囲にある，いずれも100
m前後の里山であるが，遠江を代表するという。
油山寺には縄文・弥生から集落があった。周辺は
高度40mほどで，本堂は高度83m，背後の大師山
は117mある。鬱蒼とした境内に，天狗谷の渓流が
入り，切通しに礫層，渓流に基盤がのぞき，また修
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行の瑠璃の滝がある。山名の油は，水を示す。
慶長十六（1611）年の三重塔がある。医王山油山
寺は真言宗で，本尊薬師如来は眼のご利益がある。
他に諸仏を祀り，本堂脇には白山大権現の祠がある。
入口脇の月見坂の上に，油山西国三十三番観音があ
る。その1mほどの基壇の上に70cmほどの石彫が
置かれる。大峰，木曽御岳，出羽三山の先達，天徳
霊神を祀る。
油山寺では，大天狗，軍善坊大権現は守護神であ
り，烏天狗は眷属でムササビだともいわれる。また，
油山寺は，遠江四十九薬師霊場の札所でもある。同
霊場は享保十七（1732）年の記録があり，衰退した
後昭和50年代に復興した。
奥三河鳳来寺山
三河高原の南の豊川縁に，鳳来寺山（695m）が
ある。中腹から上は岩壁となり，その前に鳳来寺の
堂宇が広がる。大宝三（703）年，利修仙人の開山
と伝わり，真言宗五智教団の大本山である。
下からの参道は，高度180mに三門があり，急な
石段が230mから450mの本堂まで続く。さらに
600mに奥の院がある。
本堂の周辺に多くの堂宇跡が残る。本堂裏手に現
開山堂，鏡岩の断崖下の籠堂跡があり，その窟前に
は八十八ヶ所がおかれる。さらに先には鐘楼，常行
堂跡がある。
美濃妙法ヶ岳
揖斐川と根尾川にはさまれて，能郷白山から濃尾
平野に尾根が伸びる。その南端に妙法ヶ岳（666m）
がそびえ，妙法ヶ岳の南麓，150mに谷汲山華厳寺
が位置する。妙法ヶ岳への沢に沿う杉林の中，奥の
院まで三十三観音が安置される。途中に緩やかな林
道をはさみ，17番あたりから急な谷筋の山道を登
る。5mほどの滝がいくつかあり，40分ほどの上り
である。
この付近は，浄土真宗大谷派が多く，30～40人
の集落に一つの寺がある。深山ではなく，史跡が多
い。また，小学校跡近くの杉木立に，貴船神社があ
り，村社である。
妙法ヶ岳から北に続く尾根に，両界山横蔵寺があ
る。現在の伽藍は，山麓の高度180mほどの渓流沿
いにあり，本堂脇に滝が落ち，また裏手には二棟の
祠が建つ。対岸の舎利殿に文化十四（1817）年入定
の妙心上人のミイラが安置される。横蔵寺はかつて
尾根上500m付近にあった（図17）。一の谷の合戦
に登場する熊谷直実の墓がある。横蔵寺は，また西
美濃三十三霊場の第一番札所とされる。
桑名多度山
濃尾平野の西縁に，養老山地が南北に伸びる。そ
の南端の多度山（403m）から発する渓流の，標高90
mほどの地に，多度大社が建つ（図18）。桑名の祖
先神の，天津彦根命を祀る。別宮の一 目 連
ひとつめのむらじ
神社は
暴風に縁があり，天津彦根命の御子神の天目一箇命
あめのまひとつのみこと
を祀る。さらに摂社の雨宮八幡社がある。葦毛のサ
ラブレッドの神馬がいる。すなわち，火防，防風，
恵水などの神である。隣接した観音堂は，天平宝字
七（763）年に開かれた神宮寺で，伊勢三十三番の
多度観音とよばれる。
伊勢入道ヶ嶽
南北に走る鈴鹿山脈の南端に，入道ヶ嶽（906m）
と，その下方に椿ヶ嶽（450m）がそびえる。山裾
の標高220mほどの地に，伊勢一宮の椿 大 神 社
つばきおおかみやしろ
が
鎮座する。杉木立の中，とうとうと水が流れ，傍ら
に本殿があり，天孫降臨を導いた猿田彦大神を祀る。
入道ヶ嶽山頂に，磐座と別宮の奥の宮があり，猿田
彦祭祀が営まれていた。後に山麓の高山土公神（猿
田彦神）御陵そばの御船磐座に社殿が造営され，仁
徳天皇のころに椿社と改称する。別宮の椿岸神社は，
猿田彦神の妻神の天鈿女命を祀り，本社の上椿社に
対し下椿社と呼ばれる。
隣接する行満堂は，行満大明神をまつる。伊勢地
方を掌握する神主家は猿田彦を称したが，崇神天皇
のころに，行満と改称した。行満大明神は，修験の
祖として役行者を導いたとされる。
布引錫杖ヶ岳
鈴鹿川の南，布引山地に錫杖ヶ岳（676m）がそ
びえる。付近は岩の露出したなだらかな山々が連な
る。その麓の120mほどの地に石山観音がある（図
19）。
その阿弥陀は鎌倉の作ともいわれるが，観音は嘉
永元（1848）年に開眼された。西国三十三観音の写
しである。馬の背という岩肌が中心で，阿弥陀や地
蔵，観音の磨崖の大きな立像がある。地蔵は，石山
三郷の雨乞いの本尊という。
Ⅲ 山岳にかかわる信仰施設
1.神社の抽出
山岳信仰にかかわる施設は，中央日本でみられる
ように，現在もさまざまな社寺などとなって伝わっ
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ている。その全容を把握することは困難であるが，
社寺の名称からその一端を明らかにできると考えら
れる。千葉徳爾（1985）では，集落とは離れた山上
にある社寺が対象であったが，さらに平地における
山岳信仰にかかわる神社を含めて分析した。
山岳信仰では，山中に位置したり，山体そのもの
を信仰の対象とする。そのため，まず「山」に関連
した名称の神社を抽出する。次に山岳信仰には，水
や岩，木などの自然が深くかかわり，これらは自然
の神として祀られる。そのためこれらを名称に含む
神社を抽出する。さらに，とくに修験の社寺は御師
活動により山岳信仰を広めてきた。そのため，特定
の著名な山岳名を冠する神社について抽出する。そ
れら抽出された各社について，全国集計を行なった。
この主に神社名からの分析では，奥社や合祀された
ものなども含める。これら神社について，全国神社
祭祀祭礼総合調査（神社本庁，1995）を利用して，
主要なものを抽出した。神社の名称，またそのよみ
かたはさまざまである。たとえば白山神社は，はく
さん，しらやま，しらみね，などとよむものがあり，
それらを白山として抽出した（表1）。
2.自然の神を祭る神社の分布
もともと山などの自然は，信仰の基本的な対象で
あり，後にそれらを祀る社殿が作られたので，神社
には自然にかかわる名称のものが多い（表2）。
それぞれの分布の特色は，以下である。
山岳
とくに多いのは山に関するものであるが，ここで
は山，嶽，峰などを冠するものを抽出した（図21）。
山（を含む）神社は，今回の対象となった社の中
では最も多く，全国に分布する。ただし，これには
大山，白山，立山を含んでいない。北陸ではやや少
ないのは，この影響が考えられる。大山神社は，山
神社ほどではないが，全国に分布する。嶽神社は，
分布が集中する地域があり，とくに関東，濃尾，北
九州に多い。峰神社は，東日本とくに関東に多い。
これには，三峰社を含むことが考えられる。
水・岩・樹
続いて山などにあり，かつ神實ともされるものの
名を冠する神社が多い。水に関して水や滝，岩に関
して石，樹木に関して木などである（図22）。
滝神社は，全国に多いが，とくに西日本で多く，
瀬戸内地方で多い。水神社は，全国に多いが，関東，
北九州，東海に多く，中国・四国地方ではやや少な
くなる。石神社は，全国に分布する。近畿地方に多
い。木神社は，とくに関東に集中する。大杉神社を
示すことが考えられる。
大気現象
さらに大気現象に関して，雷，火，雨，風を冠す
る神社が多い（図23）。
雷神社は，東日本に多い。とくに，東北の太平洋
側と，関東平野に多い。火神社は，北陸とくに能登
半島周辺に多い。フェーンとのかかわり，あるいは
火が日に通じることも考えられる。雨神社は，西日
本とくに近畿に多い。これは水そのものに関する神
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白山： はくさん，しらやま，しらみね
石： いし，かたいし，せきぞう，いわくら，いわさか，いわさく，
いわね，たていし，たついし，いしみや，石塚，石上，岩上，
おおいし，おおくら，いわい，いわお，いわかみ
木： おおすぎ，かみすぎ，くぐ
雷： いかずち，いかづち，らい，雷
風： かぜ，ふう，かぜのみや
赤城： あかぎ
石動： いするぎ，いするき，せきどう
市姫： いちひめ
魚取： うおとり，なとり，すなどり
牛嶽： うしたけ，うしだけ
大山： おおやま，おおだけ，山祇
立山： おやま，たてやま，たちお，たつお
黒姫： くろひめ，黒姫
五社： ご，ごしょ，ごみや，ごしゃ，ごみや，いつつみや
蔵王： ざおう
少彦： すくなひ
守門： すもん，守門
剣： つるぎ
戸隠： とがくし
日光： にっこう，ふたあら，ふたはら
羽黒： はぐろ，羽黒
八海： はっかい
弥彦： やひこ，いやひこ，弥彦
広峰： ひろみね，ひろむね
雨： あめ，雨
気多： けた，居多
気比： けひ，気比，氣比
水： すい，すいじん，すいてん，みず，みずかみ，みなかみ，み
ずみや，みずど
滝： たき，りゅう
火： ひ，ひのみや，ひのかみ，ひまつり，ひのやしろ
富士： ふじ
峰： みね，嶺
嶽： だけ，嶽
山： やま，やまかみ，やまがみ，やまのか，さん，みわ
表1 山岳の神社の抽出
表2 自然に関連する名の神社
自然の神 種類 範囲 分布域 総数 分布の特色
山 山岳 広域 全国 2143 全国
大山 山岳 広域 全国 792 全国
嶽 山岳 広域 全国 608 関東・九州
峰 山岳 広域 全国 425 関東，三峰？
滝 水 広域 全国 1007 全国
水 水 広域 全国 769 関東・九州
石 岩石 広域 全国 332 全国
木 樹木 地方 関東 166 関東
雷 大気 広域 全国 403 関東
火 大気 広域 中央日本 96 越中と能登。フェーン地域
雨 大気 広域 西日本 71 近畿から西日本，旱魃地域
風 大気 広域 全国 35 中部
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図21 山岳名の神社
図22 水・岩・樹名の神社
社の分布とは異なり，むしろ旱魃などから水を求め
ることにかかわると考えられる。風神社は，数は他
にくらべて少ないが，中部に多い。
3.固有山岳名の神社の分布
山に関する神社が多い中で，白山，羽黒など固有
の山岳名を冠するものも多い（表3）。
そのうちの主要神社について密度分布を示す。一
般に数が多いほど分布は広域にわたる。分布の規模
から分けると，各社には以下のような特色がみられ
る。
広域的分布
これら山岳にかかわり，広域にわたるものでは，
分布範囲が特異なものが多い（図24）。
戸隠神社は，信越に多く，とくに安曇野に多い。
富士神社は，中央日本に多く，各地に不規則な集中
がみられる。ただし，富士山周辺にはみられない。
立山神社は，北陸に多く，とくに立山周辺と石川・
福井に多い。剣神社は，全国的に分布するが，中央
日本の中部山地周辺地域に多く，なかでも宝達，上
越，福井，濃尾に多くみられる。白山神社は，北陸
とくに福井，濃尾平野を中心とするが，白山から東
方へ広がり，関東にも多く，中心は福井市，岐阜市
付近にある。また北九州にも多い。
地方的分布
分布範囲が，県境をはさむ2県ほどにとどまる
ものがある。
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図23 大気現象名の神社
表３ 具体的な山岳に関する神社
具体的山 範囲 分布域 総数 分布の特色
羽黒 広域 東日本 171 越後，山形，置賜，関東平野。
戸隠 広域 中央日本 73 安曇に多い。
富士 広域 中央日本 134 中央日本だが富士山周辺を除く
立山 広域 全国 75 立山周辺と石川・福井。
剣 広域 全国 237 宝達，上越，福井，濃尾。
白山 広域 全国 2238 北陸とくに福井，濃尾平野，関東
日光 地方 関東 92 関東平野北部，越後平野
赤城 地方 関東 114 群馬，埼玉方面
弥彦 地方 北陸 45 越後平野と会津。
石動 地方 北陸 97 能登，越後平野
広峰 地方 関西 35 若狭
守門 局地 新潟 14 中越
八海 局地 新潟 9 中越
黒姫 局地 新潟 12 上越
牛嶽 局地 富山 22 富山南部
日光神社は，関東平野北部と越後平野，また会津
周辺に多い。赤城神社は，群馬と埼玉方面，利根川
中流部に多い。弥彦神社は，北陸，なかでも越後平
野と会津に多い。石動神社は，北陸の能登から越後
平野に多い。広峰神社は，若狭に多い。
局地的分布
富山の牛嶽神社や新潟の守門神社などのように，
少数のものは地域的な分布にとどまっている。
守門社は，中越に多い。八海社も，中越に多い。
黒姫社は，上越に多い。牛嶽社は，富山県南部に多
い。これら主要社の分布範囲は平野部に広がるが，
全体での中心は経済・社会的中心から異なる位置に
ある。またそれぞれが類似の範囲に分布する場合も
みられる。
Ⅳ 山岳信仰施設に関する検討
1.山岳と霊山
各地において，山岳が信仰とかかわる場合がみら
れた。北陸では，立山芦峅寺における布橋灌頂会は，
女人禁制の立山を背景にした救済の儀礼である。若
狭小浜の妙楽寺は，その南に聳える多田ヶ岳を背景
にしている。戸隠神社は，奥社は滝そのものが御神
体であり，渓流に沿って参道が続くように，水の神
として名高く，中社においても社殿は境内の滝の脇
に建てられている。
東海では，現在の秋葉山頂に秋葉神社，山頂から
やや下方に秋葉寺があるが，集落は麓にあるのみで
山が信仰の中心にある。蓬莱寺山は，中腹より上方
にある大岩壁を前に，諸施設が建てられている。横
蔵寺は谷汲山にほど近い位置にあるが，水源の山に
あたる。伊勢の多度大社は滝の脇に拝殿があり，水
が信仰の中心にあることを示している。
山岳が信仰の対象，要素であることは，どこにも
みられる。たとえば，アリゾナ，ニューメキシコ，
ユタの2.5万平方マイルの居留地に住む，20万人の
ナバホインディアンの最も神聖な地は山岳であると
いう。四方向の象徴的・運命的な山は，日山，雨山，
霧山，完全山，心の山，賢山，軟山，硬山，トウモ
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図24 広域的分布の神社
左上：石動，右上：日光，左下：剣，右下：白山
ロコシ山，花粉山，甲虫山，幸山，永遠山，などの
名で祝われる（Jett,S.C.，1992）。
もちろん周辺の世界に山岳があることが，前提で
ある。そこでは，身近な，生活に深くかかわるもの
として，山岳などが存在し，また山岳を介してさま
ざまな自然とかかわっている。
それは一方で，健康やよい生活，除災などの，現
実の人間存在や現世の利益を主とするとされている。
ただし，男の山地は南北に連なり，女の山地は北西
から南東に連なるといわれるように，単なる現実や
実用を本位とするわけではなく，周囲の自然への理
解や意味が表現される。またそれと対照される神性
や来世も人から仮託されたものであれば，山岳を対
象とするものを現実的な性格と捉えるわけにはいか
ない。
前述のように，山岳は身近な一方で彼方に遥拝さ
れ，日常と非日常，俗と聖とで異なるものがある。
そうした現実とは離れたものをさして，神性，霊性，
聖性などするとき，それぞれ神，人，自然などとの
かかわりに差異がある。山岳にはいずれの表現もあ
るが，非日常的意味をこめた呼び方としては，「霊
山」とされることが多い。それは端山，里山の他界
を含め，伝統的な山岳観がかかわると考えられる。
また「霊地」，「霊場」などともよばれるため，以下
では対照とする山岳について，霊山とよぶことにす
る。
2.開創の要因
前述のように，霊山は各地にあり，さまざまであ
る。全国各地の山岳における社寺には，現在でもな
お徒歩による参詣を必要とするものも多い。また大
きな霊地である場合もあるが，多くの場合に檀家の
墓地は併設されない。それらの背後には，個々の地
域，地点における特徴的な自然が控えており，そう
した信仰施設はそれに伴う拝所のような位置にある。
山岳が霊地であることは，そこの自然の特色によ
る。森や巨樹，清流や滝，岩壁や窟は普遍的な対象
である。また個人にとって生誕の地や生活の地は聖
地であるのと同様に，各地域毎に霊山が開創される。
霊山は，相模大山の山頂からは縄文の祭祀遺物が出
るように，古来より存在した。仏教の伝来後には，
役小角，行基，泰澄などによる霊山開創が多数伝わ
る。日光男体山頂遺跡の遺物調査（時枝 務，2002）
などで示されるように，平安前期には山岳で仏式祭
祀が導入されていた。
能登の邑知潟の北，眉丈山の雷ヶ峰
らいがみね
（188m）は
雷避けの山で，そこの雨の宮古墳群には雨乞神事の
行われる雨日陰比咩
あ ま ひ か げ ひ め
神社奥宮がある（西山郷史・上
陽子，2005）。
三峰山のある秩父では，武甲山（1336m）も霊山
で，秩父神社のご神体とされる。中腹の湧水地点に
登山参詣され，山の神は蛇，水神と観念される。日
本武尊と役行者の伝承がある。14世紀初に妙見大
菩薩が合祀され，秩父札所第一番は宮地妙見社付近
におかれ，南の観音信仰と北の妙見信仰を結んで，
山岳信仰が展開されていた（千島 壽，1999）。信
仰要素として山や水は基本的であり，そこに中央か
ら古代の神仏観念がもちこまれ，さらに中世に変容
をとげたと考えられる。
若狭多田ヶ岳周辺では，太古から自然神として白
石大明神が祀られ，農業神，水源神であった。7世
紀までに若狭比古神社として遷座して遠敷全体の守
護神となり，8世紀初頭に神願寺が成立して東大寺
建立に積極的に関与した。12世紀初頭には若狭国
鎮守となり，禰宜職家が神主家に交代して唐人の姿
態で垂迹したとする伝承が作られる（河音能平，
1971）。若狭一二宮は水神の性格が強いが，遷座し
て神宮寺が開創されるのは，旧勢力が祀られた山の
麓である。山岳と水とのかかわりは強いが，勢力交
代を機に水神が強調されたことが考えられる。
山岳の開山に狩人がしばしばまつわり，狩人創始
伝承は近畿から瀬戸内沿岸で多い。狩人は一種の宗
教者で，生命の再生強化に重きをおく修験道に近く，
狩猟の目的は生命力強化のための動物性の薬物を得
ることの可能性（千葉徳爾，1985）が，指摘されて
いる。また山中においては，現世の煩悩を捨て，母
なる大地に抱かれて大自然と一体化し，さらに永遠
の生命を得て，再び現世に帰る，あるいは擬死再生
をする地ととらえられている。
3.山岳と利益
三峯山の眷属の狼は，宝暦のころには猪・鹿除け，
盗賊除けとされ，盗難火難除に犬が借りられた。安
政五（1857）年に江戸のコレラ流行の際には，御眷
属拝借が1万3千と記録される（横山晴夫，1999）。
山岳信仰では，風水害や火難盗難の自然・人為の災
害除けなどが祈願される。
相模大山は，水・雨の神，商売繁盛の神で，病気
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平癒，成年の利益があった。さらに死霊鎮留の地と
みなされ，亡くなった人に似た人に会えるとされ，
死後百日目に茶湯寺
ちゃとうでら
参りされる。もらってきたお札
は，墓で燃やしたり埋めて墓直しをし，また仏壇に
貼る。江戸時代には百ヶ日に不動堂に参り，別当八
大坊で茶湯供養を依頼した。大山登拝は盆期間中に
すべきとされた（田中宣一，1996）。山岳信仰では
来世救済より現世利益がいわれるが，人は死後に行
く先は近くの山という他界観により，来世にもかか
わりがある。
立山の布橋灌頂会は，擬死再生儀礼である。男は
禅定登拝で罪を贖い，女は布橋灌頂会で総ての罪と
穢れを祓い清浄な心身を持って再生するといわれ，
数少ない女人救済行事であった。立山芦峅寺は無本
山天台宗の一山組織で，天台・密教・浄土・神道の
混在と調和の中で，布橋灌頂会や姥尊を生み出す素
地を持っていた（菊池 武，1997）。仏教的色彩を
帯びれば，山岳にも来世がかかわり，山中に地獄・
極楽が観想されることになる。
4.霊山と霊場
霊山は山岳信仰では修行の地であり，一つの霊山
への登拝だけでなく，多くの霊山が巡られる。平安
初に慈覚大師は入唐し，五大山の聖地を巡った。巡
礼は，父なる天，母なる大地，そこにおける人の間
を，空間的秩序体系の中に位置づける営みともとれ
る。
霊山はその周辺地域にかかわるが，霊場という地
域的まとまりに仮託されて小世界が形成される。山
岳信仰に付随した大自然との一体化の観念から，と
くに足元から周囲をとりまく具体的自然で形成され
た世界がある。すなわちそこでは，一つの小世界と
して土地あるいは地域に霊性を認めている。山野の
跋渉においては母なる大地に抱かれて自然と一体化
し，山林抖においては捨身で擬死し再生する。そ
こには，神仏を含めたコスモロジーが形成される。
自身から発して神仏に向かうにせよ，背後に存在す
るのは山岳などの自然であり，霊地や霊場にもそれ
らが深くかかわる。
石動山天平寺の伊須流岐比古神と白山比咩神は，
夫婦神とされる。石動法師は，春は僧正巡り，秋は
知識米勧進で，七ヶ国を巡った。治承三（1179）年
の梁塵秘抄に，「我らが修行に出でし時，珠洲の岬
をかい回り…」とあるように，能登は巡礼された。
正中元（1324）年，門前町総持寺の住持峨山
が ざ ん
禅師は
羽咋の永光寺との間を毎日往復する。4，9月に峨
山道巡行が行われるが，峨山道には観音を奉る白山
社も多く，習合しながら広まる。気多神社の男（御
床）祓の祭礼では，石動山の衆徒が柳田の山伏穴で
神輿を待ち受け法螺貝を吹いた（西山郷史・上 陽子，
2005）。白山・石動の山岳信仰を介して，能登では
巡行が行われ，能登観音霊場につながったことが考
えられる。さらに各地の神社に，本地の仏を祀るも
のがみられる。白山神社祭神の本地は十一面観音と
されるように，神仏のかかわりは深く，寺社には神
宮寺や鎮守社が相伴われるものも多い。
若狭では，室町期に守護が一宮や府中総社を掌握
し，中小寺社を含め寺社秩序を確立した。文安五
（1447）年には，国中案内者という山伏により，諸
寺を巡礼していたと考えられる。三十三ヶ寺は一二
宮と荘園公領総社の関係寺院で，神仏習合の一体関
係にあり，雨請行事など神事を通じて結びついてい
たが，そうした寺社に修験者が三十三所の観音霊場
を設定していった。また市も聖や修験者の勧進場で，
三十三所霊場に組織されていった（榎原雅治，1990）。
若狭三十三観音霊場は，蓮如による浄土真宗の布教
範囲外にある。山岳にあるものも多く，それらが地
域の寺社秩序にかかわっていたことになる。
さらに，さまざまな信仰施設の複合へと変容して
いる。とくに地方において多様な対象を結んで霊場
が開創されているが，広域においても神仏の複合し
た霊場が開創されている。中世における一国霊場の
もつ神官・僧侶と為政者の領国支配の機能が指摘さ
れているが，こうした山岳などの社寺の複合にも多
くの機能が含まれることが考えられる。
5.信仰集落と講
戸隠は山岳にあっても変化が大きく，貞治四
（1365）年に熊野本宮，応仁二（1468）年に天台派
と真言派，大永四（1524）年に英彦山修験がかかわ
る。慶長十七（1612）年に天台宗寺院化するが，多
くは御師型の修験道活動をした。文政十一（1828）
年には戸隠山山伏は133人で，多くが戸隠神領，西
山領であった（村杉 弘，1990）。
山岳信仰では，山容を直接視認できる1次，御
師と講による2次，代替聖地と分霊勧請の3次，の
信仰圏がある。子貝川の氾濫原にある金村
かなむら
別雷神社
には，平成7（1995）年に定期的参拝した講は254
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あり，祈雨，豊作祈願される。吉川市北東部の下内
川地区では，山岳信仰の戸隠講，御嶽講，榛名講，
古峰講，雷神信仰の金村講，板倉講，厄除けの成田
講がある（松井圭介，2005）。各地に講による参拝
がある。
高尾山の講は，とくに昭和40～50年に著しく増
加した。埼玉・群馬・栃木の県境付近や，東京23
区内に多い。高尾山では人々に参拝をすすめ，さら
に団体参拝を勧誘し，講社設立を促した。昭和60
年以降には，一般参拝客の獲得へ転換した。また信
仰の伝播は高尾山によるものばかりでなく，信徒自
らが移動により信仰を伝え，講社を組織している
（乾賢太郎，2004）。
相模大山では，御師は宝暦二（1752）年ころに確
立され，御師たちは正月や秋末に檀家宅を巡廻した。
享保十五（1730）年には御師は203人，明治以降に
は先導師と改められた。明治初期には関東甲信越と
福島，静岡に15,618の大山講が組織されていた（田
中宣一，1996）。
大山へ，放射状に参詣路が設定されていた。辻堂
の四ツ谷では，大山参詣者が増える夏山の時期に茶
店を出す者が増え，ときには参詣者を泊めるところ
も出てきた。房総からの大半は，木更津から武州洲
崎の野嶋浦へ上陸していた（高野 修，1996）。
6.山岳信仰の地域性
神社の名称には山や水を示すものが多いように，
もともと山そのものがさまざまに祀られてきた。さ
らにその中より，地方の山岳の神あるいは祖先の神
として，有力なものも現れたと考えられる。また現
在の多くの神社の祭神には，大和の神名が含まれ，
後世に中央からの影響があったとみられる。
気候災害と祀られる自然の神には，相異がみられ
る。たとえば，霧の神社や雪の神社は少ない。風の
神社も台風の常襲地域に多いわけではない。水神は，
用水の神と雨乞いの神では性質が異なる。北陸では
冬の鰤おこしの雷は有名であるが，災害をもたらさ
ないためか，関東のようには祀られない。なお，富
士は浅間神社を対象にしていない。火の神，風の神
などの祭神からの分析ができる。
講，また宿坊は，中央日本では善光寺，戸隠，御
岳山，大山，身延山が大きいが，北陸ではそれらにく
らべて少ない。これは浄土真宗の影響かもしれない。
Ⅴ おわりに
山岳と人々のかかわりを明らかにするために，と
くに山岳周辺における信仰施設について，調査を行っ
た。まずいくつかの中央日本の霊山をとりあげてそ
の実態を紹介した。また広域における，山岳に関連
する信仰施設の分布を明らかにした。さらに山岳の
信仰施設の開創と変容に関して検討を行なった。本
論での主要な成果は，以下のとおりである。
1.中央日本のいくつかの山岳周辺でみられるよう
に，山岳は周辺の人々と深くかかわる。一方で，
山岳は非日常的な場とみなされている。
2.とくに霊山とよばれる山は，特徴的な森や岩，
また豊富な水などの地である。そこは風水害や
火難・盗難などの厄除け，また雨乞いや商売繁
盛の現世利益があるとされた。
3.霊山には古くは祖先が神として祀られた。高い
山中には仏教的な地獄・極楽が観想された。また
人々は死後に霊として行く先と考えられてきた。
4.霊山とその周辺地域には霊場が開創されて巡拝
が行われた。多数の札所がまとまる背景には，
為政者による寺社秩序の形成もあった。
5.特定の霊山には，その信仰とかかわる集落が形
成されることがあった。集落の人々の活動によ
り，霊山に登拝する講が作られ，宿坊が提供さ
れて参拝者の便宜がはかられた。
6.山岳にかかわる神々の分布は，各地で粗密の差
が大きい。また山岳講や宿坊も各地で特有のも
のがある。それらは，山岳信仰の地域的な独自
性を示している。
各地の山岳は，高く聳え，また水源でもあり，人々
は山岳にさまざまな思いを抱いて望んだと考えられ
る。もともと各地にあった民間信仰に，さまざまな
神道，仏教，修験道がかかわり，一定の体裁や様式
が整えられた。また山岳は霊場や登拝講の対象とし
て，山岳周辺の広域ともかかわった。歴史時代の神
仏は大きく変容し，霊山も明治期に大きな影響を受
けるが，山岳がその後も巡礼や登拝の対象として存
続したことは，それが自然にもとづくとともに，民
間信仰であることが大きいと考えられる。
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